
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根パネルにおける鉄骨フレームの側部に支承金物と接合金物とが混在状態に間隔的に
備えられ、この鉄骨フレームが躯体の鉄骨梁に沿わされて、支承金物は建物躯体の鉄骨梁
に支承されると共に、接合金物は建物躯体の鉄骨梁に接合され、建物躯体の前記鉄骨梁に
対して耐火被覆がなされて、屋根パネルにおける鉄骨フレームの耐火被覆が省略されてい
ることを特徴とする屋根の構造。
【請求項２】
　前記屋根パネルが、 の上にデッキプレートが設置され、その上に断熱
ボードが設置され、その上に防水シートが張られ、これらが一体化されているものからな
る請求項１に記載の耐火屋根の構造。
【請求項３】
　床パネルにおける鉄骨フレームの側部に支承金物と接合金物とが混在状態に間隔的に備
えられ、この鉄骨フレームが躯体の鉄骨梁に沿わされて、支承金物は建物躯体の鉄骨梁に
支承されると共に、接合金物は建物躯体の鉄骨梁に接合され、建物躯体の前記鉄骨梁に対
して耐火被覆がなされて、床パネルにおける鉄骨フレームの耐火被覆が省略されているこ
とを特徴とする耐火床の構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、屋根パネル、屋根の施工方法及び耐火屋根の構造に関する。
【０００２】
【従来の技術及び課題】
屋根の施工方法として、従来より、ＡＬＣ下地やコンクリート下地を建物躯体に据え付け
、これに断熱防水を施すというものや、あるいは、鉄骨の母屋の上に現地でデッキプレー
トを張り、その上にロックウールボードを張り、その上より防水シートを張って防水施工
を行うというものがある。
【０００３】
しかしながら、前者は、下地の施工に湿式工程があるため施工に時間を要すると共に、下
地が重量のあるものであるため施工が大変である。
【０００４】
後者は、各部材が軽量でありその面では施工をしやすいという利点を有するものの、その
一方で、現場においてデッキや断熱ボード、防水シートの張り付けを個々に行っていかな
ければならず施工に時間を要する。また、デッキ下の母屋をはじめとする鉄骨のすべてに
耐火被覆をしておく必要があり手間である。
【０００５】
本発明は、上記のような従来の問題点に鑑み、施工を短時間で容易に行うことができる屋
根パネル、屋根の施工方法を提供することを課題とする。また、鉄骨に対する耐火被覆を
少なくすることができる耐火屋根の構造を提供することを課題とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記の課題は、鉄骨からなるパネルフレームの上にデッキプレートが設置され、その上に
断熱ボードが設置され、その上に防水シートが張られ、これらが一体化されていることを
特徴とする屋根パネル、並びに、この屋根パネルを用い、これを建物躯体に据え付けるこ
とを特徴とする屋根の施工方法によって解決される。
【０００７】
上記の屋根パネル及び屋根の施工方法では、この屋根パネルにデッキプレートや断熱ボー
ド、防水シートが一体的に備えられているので、この屋根パネルを建物躯体に据え付ける
ことで、それらの施工を一度に済ませることができ、施工を短時間で容易に行うことがで
きる。しかも、屋根パネルの各構成部材は軽量であり、従って、これら部材で構成される
屋根パネルも軽量であるから、この面からの施工容易性も得られる。
【０００８】
また、上記の課題は、屋根パネルにおける鉄骨フレームの側部に支承金物と接合金物とが
混在状態に間隔的に備えられ、この鉄骨フレームが躯体の鉄骨梁に沿わされて、支承金物
は建物躯体の鉄骨梁に支承されると共に、接合金物は建物躯体の鉄骨梁に接合され、建物
躯体の前記鉄骨梁に対して耐火被覆がなされていることを特徴とする屋根の構造によって
解決される。
【０００９】
この屋根構造では、本来なら、躯体の鉄骨梁のほか、屋根パネルの鉄骨フレームも耐火被
覆を行わなければならないところであるが、屋根パネルの鉄骨フレームに対する耐火被覆
は省略することができる。即ち、鉄骨フレームは建物躯体の鉄骨梁に接合されるが、接合
金物で接合されているだけでなく、支承金物で躯体の鉄骨梁に支承されている。従って、
躯体の鉄骨梁との接合箇所を無用に多くすることなく、屋根パネルのパネルフレームを多
くの箇所で躯体の鉄骨梁に支えさせることができ、これによって、火災時のパネルフレー
ムの撓みを、建物躯体の耐火被覆のなされた鉄骨梁で防いで、鉄骨に対する耐火被覆を少
なくすることができる。
【００１０】
この耐火屋根の構造は、例えば、本欄で最初に述べた屋根パネルを用いて形成された屋根
構造などに適用することができる。
【００１１】
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なお、基本的には、パネルにおける鉄骨フレームの側部に支承金物と接合金物とが混在状
態に間隔的に備えられ、この鉄骨フレームが躯体の鉄骨梁に沿わされて、支承金物は建物
躯体の鉄骨梁に支承されると共に、接合金物は建物躯体の鉄骨梁に接合され、建物躯体の
前記鉄骨梁に対して耐火被覆がなされていることを特徴とする耐火建築構造によって解決
される。即ち、パネルは、上記のような屋根パネルのほか、階上の床パネルなとであって
もよい。
【００１２】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１３】
　図２において、１，１は屋根パネルであり、２…は建物躯体の梁である。屋根パネル１
は、図１に示すように、鉄骨からなるパネルフレーム ３の上に波形のデ
ッキプレート４が設置され、その上に断熱ボード５，５が設置され、その上に防水シート
６が張られ、これらが一体化されているものである。断熱ボード５は、例えば、３０ｍｍ
厚のロックウールボードからなり、この断熱ボードを二枚重ねて断熱層を形成している。
また、防水シート６は、その側縁部が外方に張り出すようにして備えられており、この張
出し部分を利用することで、後述するように、隣り合う屋根パネル間における防水連続性
を確保する施工を容易に行いうるようになされている。
【００１４】
そして、上記の屋根パネル１において、パネルフレーム３は、平面視はしご形をしており
、左右の枠材３ａ，３ａの外面側にはそれぞれ、アングル材からなる接合金物７と、同じ
くアングル材からなる支承金物８とが、例えば図示するように交互配置などによって混在
するようにして、間隔的に取り付けられている。
【００１５】
屋根の施工は、図２に示すように、この屋根パネル１をクレーンなどに吊り、屋外の側か
ら建物躯体の梁２…に据え付けることによって行う。この据付けにおいて、屋根パネル１
は、そのパネルフレーム３の左右の枠材３ａ，３ａを躯体の鉄骨梁２に沿わせようにし、
そして、この枠材３ａに備えられている接合金物７…と支承金物８…を躯体の鉄骨梁２の
上にのせる。そして、図３（イ）に示すように、支承金物８は、これを躯体の鉄骨梁２に
支承させるだけとし、接合金物７は、接合具９で躯体の鉄骨梁２に接合する。本実施形態
では、接合具９として、上からのワンサイドのみのアクセスで接合を行うことのできるフ
ック形ワンサイド接合具を使用して接合を行っている。なお、接合をボルトやボルトナッ
トで行うようにしてもよいことはいうまでもない。
【００１６】
なお、図４（イ）（ロ）に示すように、躯体の鉄骨梁２を挟んで隣り合う屋根パネル１，
１の断熱性と防水性を確保するため、断熱材の詰め物１０，１０をし、その上面側で、隣
り合う屋根パネル１，１の防水シート６，６同士を重ね合わせ、溶着１１する。
【００１７】
こうして、デッキプレート４と断熱ボード５，５、防水シート６の備えられた屋根部が形
成される。このように、上記の施工方法によれば、デッキプレート４や断熱ボード５，５
、防水シート６が一体的に備えられた屋根パネル１を用い、これを建物躯体に据え付ける
ことで屋根の施工を行うものであるから、デッキプレート４や断熱ボード５，５、防水シ
ート６の施工を一度に済ませることができ、施工を短時間で容易に行うことができる。し
かも、屋根パネル１の各構成部材は軽量であり、従って、これら部材で構成される屋根パ
ネル１も軽量であるから、この面からも施工を容易に行うことができる。
【００１８】
そして、これらと相前後として、図４（ロ）に示すように、躯体の鉄骨梁２には耐火被覆
１２を施し、屋根パネル１のパネルフレーム３に対する耐火被覆は省略してもよい。
【００１９】
即ち、屋根パネル１における左右の枠材３ａは建物躯体の鉄骨梁２に沿うように設置され
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ており、そこには、接合金物７のほか、支承金物８も、互いに混在状態に間隔的に備えら
れているので、火災の際の熱で左右の枠材３ａが撓むのを、耐火被覆のなされた躯体鉄骨
梁２が接合金物７と支承金物８を介して防ぐ作用を行い、それによって、パネルフレーム
３の耐火被覆の必要性をなくすことができる。こうして、断熱防水耐火の各性能の備えら
れた屋根が形成される。
【００２０】
以上に、本発明の実施形態を示したが、本発明はこれに限られるものではなく、発明思想
を逸脱しない範囲で、各種の変更が可能である。例えば、上記の実施形態では、デッキプ
レート４と断熱ボード５，５と防水シート６を備えさせた屋根パネル１において、そのパ
ネルフレーム３に接合金物７と支承金物８とを備えさせ、パネルフレーム３の耐火被覆を
省略する場合を示しているが、パネルフレームの耐火被覆を省略するための上記の構造は
、上記のような屋根パネル１に限らず、パネルフレームの備えられた各種の屋根パネルに
広く用いることができるものである。
【００２１】
【発明の効果】
本発明は、以上のとおりのものであるから、屋根の施工を短時間で容易に行うことができ
、また、鉄骨に対する耐火被覆を少なくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】屋根パネルの一部切欠き斜視図である。
【図２】屋根パネルの施工方法を示す斜視図である。
【図３】屋根パネルの設置状態を示すもので、図（イ）は支承金物部分の一部断面正面図
、図（ロ）は接合金物部分の一部断面正面図である。
【図４】図（イ）は隣り合う屋根パネル間における断熱の連続性を確保した状態の一部断
面正面図、図（ロ）は同部分における防水の連続性を確保した状態の一部断面正面図であ
る。
【符号の説明】
１…屋根パネル（パネル）
２…躯体の鉄骨梁
３…パネルフレーム
４…デッキプレート
５…断熱ボード
６…防水シート
７…接合金物
８…支承金物
１２…耐火被覆
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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